
4 4の5

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う

佳
字
に
つ
い
て

足

立

尚

計

65 

は

め

越
前
国
府
比
定
地
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
福
井

県
武
生
市
は
、
平
成
十
年
、
市
制
五
十
周
年
を
迎
え

た
。
笹
の
葉
の
音
も
さ
や
か
に
吹
く
風
と
水
清
く
緑

ま
ぶ
し
き
こ
の
古
国
府
の
地
は
、
歴
史
遺
産
も
豊
か

な
気
品
高
い
北
陸
の
小
都
市
で
あ
る
。
京
都
の
奥
座

ま
れ
ぴ
と

敷
に
ふ
さ
わ
し
い
古
き
街
の
た
た
ず
ま
い
に
も
客
人

は
そ
の
詩
情
を
豊
か
に
す
る
。
さ
ら
に
人
々
は
、
国

府
の
時
代
を
遥
か
に
懐
い
、
万
葉
歌
人
や
紫
式
部
の

余
風
に
心
を
和
ま
せ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
十
一
年
一
月
、
水
野
和
雄
氏
が

じ

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て

発
表
し
た
「
越
前
敦
賀
の
復
権
一
越
前
国
府
・
愛
発

関
・
敦
賀
津
・
郡
街
・
松
原
客
館
等
の
官
街
」
な
る

論
文
(
敦
賀
市
立
博
物
館
『
紀
要
』
第
十
四
号
)
は
、

「
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
半
ま
で
の
越
前
の
国

府
が
、
現
在
の
敦
賀
市
に
想
定
で
き
る
」
(
十
一
頁
)

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
敦
賀
は
古
代
史
上

看
過
で
き
な
い
重
要
な
湊
(
津
)
を
も
ち
、
住
吉
大

社
と
並
ん
で
称
せ
ら
れ
る
海
神
の
大
社
気
比
神
宮
の

鎮
座
す
る
土
地
柄
で
も
あ
る
か
ら
、
興
味
深
く
精
読

し
た
が
、
そ
の
論
旨
・
論
拠
に
は
明
瞭
を
欠
き
説
得

力
が
弱
く
且
つ
敦
賀
国
庁
説
は
、
既
に
過
去
に
お
い

て
提
唱
者
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
些
一
か
閉
口
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
『
催
馬
楽
』
『
万
葉
集
』

な
ど
の
歌
謡
・
古
典
籍
の
解
釈
に
お
い
て
曲
解
・
誤

解
が
著
し
く
、
学
界
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
く
も

な
い
論
旨
・
論
拠
と
思
わ
れ
た
が
、
こ
の
論
文
の
刷

り
上
が
り
当
日
に
既
に
大
き
く
地
方
艇
上
に
紹
介

さ
れ
た
た
め
少
な
か
ら
ぬ
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

急
速
、
敦
賀
国
庁
説
批
判
を
中
心
と
し
た
『
越
前
国

府
考
誤
ら
れ
た
る
「
武
生
の
国
府
L

』
な
る
小

稿
を
『
研
究
紀
要
』
第
七
号
(
時
唯
一
錨
一
一
誌
茸
鴇
)

を
発
表
し
て
、
こ
れ
に
反
論
し
た
。
こ
れ
に
先
立
っ

て
武
生
市
史
編
さ
ん
委
員
の
斎
藤
嘉
造
氏
が
、
同
じ

足
立
尚
計

地
方
艇
上
で
、
反
論
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ

た
。
つ
い
で
同
委
員
の
真
柄
甚
松
氏
も
『
武
生
市
史

編
さ
ん
だ
よ
り
』
第
初
号
(
時
一
円
立
時
斗
一
um
当
時
J
t
刊
)

に
、
『
「
太
介
不
」
の
国
府
に
つ
い
て
』
(
村
一
-u)
を
発

表
さ
れ
た
。
真
柄
氏
の
そ
れ
は
水
野
氏
論
文
へ
の
反

論
と
は
明
記
し
て
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
、
「
武
生
に

越
前
国
府
が
あ
っ
た
理
由
」
と
「
武
生
に
国
府
を
お

い
た
時
期
」
『
越
前
国
府
建
設
の
場
所
と
し
て
「
太
介

不
L

を
選
定
し
た
理
由
』
の
三
章
に
わ
け
て
明
確
な

論
拠
を
あ
げ
て
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
図
と
す

る
と
こ
ろ
は
、
敦
賀
国
庁
説
に
対
す
る
反
論
で
あ
る

こ
と
が
一
読
し
て
明
ら
か
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
蛇
足
な
が
ら
筆
者
の
感
想
と
し
て
は
、

真
柄
氏
が
水
野
氏
説
に
対
し
て
反
論
を
呈
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
提
唱
さ
れ
た
説
に
対
し
て

提
唱
者
の
名
前
と
論
拠
を
あ
げ
て
堂
々
と
反
論
を
展

開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
真
柄
氏
が
、
「
最
近
、
越
前

国
府
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
い
よ
う
で
す
の
で
、
」
本

稿
を
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
、
お
茶
を
濁
し
た
よ
う
な

記
述
は
、
反
論
と
も
何
と
も
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、

些
か
記
述
が
腕
曲
し
て
い
る
と
み
た
の
は
筆
者
だ
け

で
あ
ろ
う
か
。
水
野
氏
論
に
対
す
る
反
論
は
、
結
局

斎
藤
嘉
造
と
筆
者
の
二
人
に
よ
っ
て
現
在
の
と
こ
ろ
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応
え
て
お
り
、
改
め
て
斎
藤
氏
の
姿
勢
に
敬
意
を
表

し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
水
野
氏
は
こ
う
し
た
反
論
を
予
測
し

て
、
三
月
十
日
付
で
私
家
版
『
福
井
考
古
学
評
論
』

第
十
一
輯
に
、
つ
『
越
前
敦
賀
の
復
権
』
執
筆
そ
の
後
」

を
発
刊
、
そ
の
寸
は
じ
め
に
」
で
、

筆
者
は
、
自
説
の
「
奈
良
時
代
、
敦
賀
市
に
越

前
武
生
の
国
府
が
あ
っ
た
L

と
い
う
論
考
に
自

信
を
持
っ
て
い
る
が
、
言
葉
足
ら
ず
の
個
所
や
、

誤
解
を
受
け
や
す
い
個
所
、
執
筆
後
に
気
付
い

た
個
所
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
場
で

若
干
の
補
足
を
し
、
反
論
に
備
え
て
お
き
た
い
。

と
し
て
用
意
し
て
い
泊
。
拙
稿
「
越
前
国
府
考
」
が

水
野
氏
に
届
い
て
す
ぐ
、
水
野
氏
よ
り
こ
の
論
考
を

受
贈
し
た
の
で
、
ま
ず
は
、
こ
の
水
野
氏
の
反
論
に

応
じ
て
更
な
る
私
見
・
反
論
を
呈
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
真
柄
氏
の
論
考
に
触
れ
つ
つ
、
さ
き
の
拙
稿

に
お
い
て
「
武
生
」
と
い
う
地
名
を
「
美
称
」
と
提

唱
し
た
私
論
を
発
展
さ
せ
て
、
「
太
介
不
」
寸
竹
生
」

「
武
生
」
の
表
記
の
相
違
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
。
ま
た
「
美
称
」
即
ち
「
佳
字
」
と
し
て
の

「
武
生
」
の
地
名
表
記
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お

き
た
い
。
こ
れ
が
、
本
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
、
水
野
氏
「
『
越
前
敦
賀
の
復
権
』
執
筆
そ
の
後
」

の
要
旨
(
要
旨
整
理
の
た
め
要
旨
の
各
項
目
の
頭
に

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
数
字
を
補
な
っ
た
。
)

a
『
催
馬
楽
』
の
寸
道
の
口
武
生
の
国
府
(
見
知

乃
久
知
太
介
不
乃
己
不
)
」
に
つ
い
て
、

L
以
前
か
ら
「
見
知
乃
久
知
」
を
越
前
固
と
考
え

る
説
と
、
敦
賀
郡
道
ノ
口
(
三
ノ
口
・
道
口
)

と
考
え
る
説
と
が
存
在
し
て
き
た
。
「
み
ち
の
く

ち
」
は
、
都
に
近
い
(
国
へ
の
入
り
口
H
道
の

口
)
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
越
前
国
を
指
す
場

合
は
、
「
こ
し
の
み
ち
の
く
ち
」
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2.
寸
万
葉
集
」
ω
由

ω
C
品
の
「
道
の
中
国
つ
御

神
は
旅
行
も
為
知
ら
ぬ
君
を
恵
み
た
ま
は
な
L

の
「
道
の
中
」
も
従
来
か
ら
越
中
国
と
解
釈
さ

れ
て
き
た
。
も
し
道
の
中
が
国
名
で
あ
る
な
ら
、

な
ぜ
歌
詞
に
寸
越
中
国
」
と
直
接
詠
み
込
ま
な

か
っ
た
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

。ι
『
催
馬
楽
』
の
「
道
口
」
は
、
古
諮
作
成
意
図

が
、
親
へ
所
在
場
所
を
詳
述
し
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
道
の
口
や
武
生
が
、
敦
賀
市
東
南
部

の
地
名
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
、
こ
の
古
謡
を

理
解
す
る
上
で
は
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ι現
武
生
市
の
御
霊
神
社
は
、
後
世
府
中
(
武
生

市
)
に
遷
座
し
た
も
の
で
、
『
御
霊
神
社
縁
起
』

の
「
越
前
園
竹
生
郷
鎮
座
」
の
「
竹
生
郷
」
は
、

敦
賀
郡
(
武
生
郷
)
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
遷
座

し
た
か
、
ま
た
は
、
文
禄
四
年
時
点
で
寸
府
中

の
こ
の
地
は
過
去
に
竹
生
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
推
定
で
縁
起
に

記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

FL
敦
賀
市
道
の
口
は
、
『
源
平
盛
衰
記
(
三
ノ
口
)
』

『
義
経
記
(
三
ノ
口
)
』
『
西
福
寺
文
書
貞
和
2

年
3
月
の
治
却
状
(
津
守
郷
道
口
)
』
(
以
下
略
)

鎌
倉
時
代
か
ら
そ
の
地
名
の
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

ι
『
宋
雅
道
す
が
ら
之
記
』
に
「
み
ち
の
口
と
申

所
に
て
、
た
け
ふ
の
こ
ふ
は
い
づ
く
な
る
ら
ん
」

と
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
『
催
馬
楽
L

の
「
み

ち
の
口
と
申
所
に
て
、
た
け
ふ
の
こ
ふ
は
い
づ

く
な
る
ら
ん
」
と
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
、
催

馬
楽
の
「
み
ち
の
く
ち
」
は
敦
賀
郡
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

b

『
万
葉
集
』
等
の
歌
謡
に
つ
い
て

L

『
内
裏
名
所
百
首
』
の
御
題
「
有
乳
山
・
環
山
」
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で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
、
直
接
見
て
歌
を
詠
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
。

。
ム
『
紫
式
部
集
』
の
「
行
き
め
ぐ
り
だ
れ
も
都

に
か
へ
る
山
い
つ
は
た
と
聞
く
ほ
ど
の
は

る
け
さ
」
は
、
紫
式
部
も
越
前
へ
行
く
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
寄
越
し
て
き
た
返
事
の
歌
で
あ

る
。
こ
れ
は
「
鹿
蒜
山
や
五
幡
」
を
直
接
見
た

わ
け
で
は
な
い
。

3
(大
伴
家
持
の
越
前
抜
大
伴
池
主
に
対
す
る
贈

答
歌
H

『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
)
仮
に
、
奈
良

時
代
、
大
伴
家
持
が
叔
羅
河
や
丹
生
山
の
陸
路

を
通
過
し
て
越
中
国
司
に
赴
任
し
た
と
し
て
も
、

そ
こ
ら
の
地
名
を
盛
り
込
ん
だ
歌
詞
を
池
主
に

送
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
池
主
が
丹
生
郡
に
住

み
、
彼
の
勤
務
す
る
国
府
が
丹
生
郡
に
あ
っ
た

と
断
定
で
き
る
か
疑
問
で
あ
る
(
そ
の
他
『
紫

式
部
日
記
』
の
「
た
ご
の
呼
坂
」
も
単
に
「
越

前
か
ら
都
へ
帰
る
途
中
の
山
L

と
解
し
て
鹿
蒜

山
と
限
定
せ
ず
)
と
し
、
万
葉
集
に
歌
わ
れ
た

越
前
関
連
の
歌
調
や
題
調
、
紫
式
部
の
著
作
か

ら
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
国
府
が
現
武
生
市

に
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
全
く
得
ら
れ
な
い
で

い
る
(
地
名
を
歌
詞
に
詠
み
込
む
際
に
、
実
体

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て

験
し
た
も
の
と
シ
ン
ボ
ル
地
名
を
懸
調
と
し
て

詠
っ
た
も
の
と
を
区
別
す
る
方
法
論
等
に
つ
い

て
国
文
学
か
ら
の
反
論
を
期
待
す
る
。
)

c

国
府
の
移
転
時
期
に
つ
い
て
、

L

『
続
日
本
記
』
の
記
載
に
、
敦
賀
郡
所
在
の
気

比
神
社
や
叙
御
子
神
、
愛
発
関
等
と
記
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
丹
生
郡
所
在
の
雨
夜
神
、

大
虫
神
、
小
虫
神
等
は
、
奈
良
時
代
に
は
、
越

前
国
丹
生
郡
雨
夜
神
、
越
前
国
丹
生
郡
大
虫
神
、

越
前
国
丹
生
郡
小
虫
神
等
と
記
さ
れ
、
長
岡
京

遷
都
後
の
延
暦
十
年
四
月
記
事
か
ら
は
、
い
ず

れ
も
「
丹
生
郡
」
の
記
載
が
な
く
な
り
、
越
前

国
雨
夜
神
、
越
前
国
大
虫
神
、
越
前
国
小
虫
神

等
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記

載
の
変
化
は
、
「
奈
良
時
代
敦
賀
郡
は
越
前
国
の

首
府
(
国
府
所
在
地
)
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
敦

賀
郡
と
記
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
丹
生

郡
の
神
社
等
に
は
丹
生
郡
と
い
う
所
在
場
所
を

明
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

し
て
、
長
岡
京
遷
都
後
、
越
前
国
の
国
府
が
敦

賀
郡
か
ら
丹
生
郡
に
移
っ
た
の
を
契
機
と
し
て
、

わ
ざ
わ
ざ
越
前
国
丹
生
郡
と
記
す
必
要
が
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
。

足
立
尚
計

こ
の
三
点
の
論
旨
の
他
に
、
水
野
氏
は
、

d
古
代
敦
賀
津
想
定
線
に
つ
い
て

e
正
倉
院
文
書
等
に
つ
い
て

f
国
分
寺
と
国
大
寺
に
つ
い
て

g
愛
発
関
の
所
在
場
所
に
つ
い
て

h
松
原
倉
に
つ
い
て

ー
そ
の
他

と
い
っ
た
項
目
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
真
柄
氏
論
文
や
拙
稿
「
越
前
国
府
考
」
で
詳

細
に
考
証
・
検
討
し
て
い
た
り
、
水
野
氏
の
新
た
な

見
解
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
、
以
上
、
仮

に
a
、
b
、

c
、
と
し
た
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
、

反
論
し
て
お
き
た
い
。

ニ
、
水
野
氏
「
『
越
前
敦
賀
の
復
権
』
執
筆
そ
の
後
」

の
検
討
と
反
論

H
H
H
H
、
水
野
氏
は
、
『
源
平
盛
衰
記
』
や
『
義
経

記
』
に
「
三
ノ
口
L

と
あ
り
、
「
西
福
寺
文
書
」
以
下

後
世
の
史
料
に
「
道
口
」
と
あ
る
記
述
を
、
あ
た
か

も
「
道
口
L

か
「
三
ノ
口
」
か
と
い
う
説
に
よ
る
も

の
と
解
き
れ
て
い
る
が
、
史
料
の
成
立
年
代
や
基
礎

的
な
史
料
の
読
解
に
お
い
て
説
が
提
せ
ら
れ
た
も
の
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で
は
な
く
、
そ
の
記
述
が
初
め
「
三
ノ
口
」
の
ち
「
道

口
L

と
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白

で
あ
る
。

ま
た
、
『
宋
雅
道
す
が
ら
の
記
L

に
、
「
み
ち
の
口

と
申
所
に
て
、
た
け
ふ
の
こ
ふ
は
い
づ
く
な
る
ら
ん
」

と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
作
者
の
飛
鳥
井

雅
縁
(
宋
雅
)
が
、
「
武
生
の
国
府
を
探
索
」
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
と
と
ら
え
る
が
、
こ
れ
は
、
越
前
で

生
れ
た
雅
縁
が
望
郷
の
想
い
が
高
揚
し
て
雅
ぴ
に
記

し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
こ
の
文
脈
や
修
辞
か

ら
は
、
水
野
氏
の
「
探
索
」
云
々
の
見
解
は
生
じ
る

べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
水
野
氏
の
史

料
・
典
籍
の
読
解
は
、
国
語
の
文
脈
や
修
辞
を
無
視

し
、
固
有
名
詞
や
単
語
を
自
説
に
都
合
の
い
い
よ
う

に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
附
会
の
論
説
と
し

か
言
い
よ
う
が
な
い
。

H
、
『
万
葉
集
』
の
題
調
も
和
歌
の
前
書
き
で
あ
っ
て

該
当
歌
を
不
離
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
『
万

葉
集
』
の
巻
十
七
以
下
は
、
大
伴
家
持
の
歌
日
記
体

裁
の
も
の
で
、
『
万
葉
集
』
を
最
終
的
に
ま
と
め
た
の

は
、
大
伴
家
持
で
あ
る
こ
と
は
、
今
日
疑
う
余
地
も

な
い
こ
と
か
ら
、
『
万
葉
集
』
三
九
三

O
番
の
大
伴
坂

お
ぱ

上
郎
女
(
家
持
の
姑
)
が
家
持
へ
贈
っ
た
歌
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
題
調
に
み
え
る
「
越
中
国
」
す
な
わ
ち
寸
コ

シ
ノ
ミ
チ
ノ
ナ
カ
L

の
「
道
の
中
」
で
あ
っ
て
、
和

歌
の
語
法
上
寸
道
の
中
し
と
詠
ん
で
も
「
越
中
国
L

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
和
歌
の
技
巧

上
の
問
題
も
あ
る
。
一
般
に
題
詞
と
い
う
の
は
、
和

歌
の
定
型
で
は
云
い
表
わ
せ
な
い
と
こ
ろ
を
記
述
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
題
詞
に
「
越
中
国
云
々
」
と

明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
語
調
(
「
コ
シ
ノ
ミ
チ
ノ
ナ

カ
」
で
は
八
音
、
寸
ミ
チ
ノ
ナ
カ
」
で
は
五
音
)
を
崩

し
て
ま
で
、
八
音
に
す
る
必
要
は
な
く
、
修
辞
法
の

上
か
ら
も
「
ミ
チ
ノ
ナ
カ
」
の
玉
音
が
用
い
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
催
馬
楽
』
の

「
道
口
」
に
必
け
あ
寸
ミ
チ
ノ
ク
チ
L

も
「
コ
シ
ノ

ミ
チ
ノ
ク
チ
L

と
八
音
に
す
れ
ば
語
調
が
崩
れ
て
も

歌
謡
と
し
て
成
立
し
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
水
野
氏
の
文
脈
・
修
辞
・
技
巧
を
無

視
し
て
史
料
や
典
籍
を
み
る
癖
が
氏
自
身
に
こ
の
よ

う
な
誤
読
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
こ
こ
で
再
ぴ
『
催
馬
楽
』
の
「
道
の
口
」
を
み

て
み
よ
、
7
0

道
の
口
武
生
の
園
府
に
我
は
あ
り
と
親

に
申
し
た
べ
心
あ
ひ
の
風
や
さ
き
む
だ
ち

ゃ
(
制
服
古
羽
一
一
日
ヰ
献
系
本
『
古
代
歌
一
詩
集
』
)

こ
こ
で
云
う
寸
道
の
口
」
(
見
知
乃
久
知
)
を
「
越

の
道
の
口
」
(
古
之
乃
見
知
乃
久
知
)
と
記
き
な
い
の

は
、
五
・
七
調
の
語
音
を
整
え
る
と
い
う
修
辞
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誤
り
な
か
ろ
う
が
、
仮
に
そ

コ
シ
ノ
ミ
チ
ノ
ク
チ

の
こ
と
を
も
無
視
し
て
「
越
の
道
の
口
」
と
八
音
に

表
記
す
れ
ば
、
「
心
あ
ひ
の
風
」
と
「
越
の
国
」
の
意

味
が
ダ
ブ
ッ
て
、
い
わ
ゆ
る
和
歌
の
技
巧
上
の
寸
歌

病」(日疎開宅時間近志望長たる)

が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
和
歌
の
技
巧
で
は
、

現
代
短
歌
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
古
今
の
歌
人

周
知
の
も
の
と
い
え
る
。
き
れ
ば
、
何
ゆ
え
、
「
越
の

国
」
の
意
が
、
「
心
あ
ひ
の
風
」
と
重
な
る
(
「
同
心

病
」
)
の
か
、
そ
れ
は
、
「
心
あ
ひ
の
風
」
が
「
心
あ

ひ
」
(
親
し
い
)
と

J
の
ひ
の
風
」
と
を
掛
け
た
語
句

で
あ
り
、
そ
の
「
あ
ひ
の
風
」
と
は
、
越
(
北
陸
)

地
方
に
吹
く
東
風
又
は
、
北
北
西
の
風
の
異
称
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

「
東
風
」
と
す
る
の
は
、
『
万
葉
集
』
巻
十
七
、
四

O
一
七
番
歌
(
大
伴
家
持
、
天
平
二
年
正
月
二
十
九

日
作
四
首
の
う
ち
)
に
、

目
別
の
闘
技
J

問
調
勾

3
Mい
た
く
吹
く
ら
し

g

v

あ

ま

こ

ぷ

ね

奈
旧
【
一
円
の
海
人
の
釣
す
る
小
舟
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ

「
原
、
万
葉
仮
名
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
J

f

葉

集

』

四

二

四

三

頁

¥
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に
み
え
る
「
東
風
L

の
註
で
「
越
の
俗
語
L

、
す
な
わ
を
安
ら
か
に
港
入
り
さ
せ
、
又
は
く
さ
作
¥
の
珍
ら

ち
「
北
陸
で
普
通
に
使
う
言
葉
」
と
し
て
み
え
て
い
か
な
る
物
を
、
渚
に
向
っ
て
吹
き
寄
せ
る
風
の
こ
と
」

る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
『
催
馬
楽
』
(
一
耕
芯
曜
も
一
f
が
認
知
酔
離
島
)
と
と
ら
え
る

の
「
あ
ひ
の
風
」
と
『
万
葉
集
』
の
「
あ
ゅ
の
風
L

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
北
北
西
の

と
の
異
同
で
あ
る
。
家
持
は
、
こ
の
歌
以
外
に
も
、
風
と
す
る
の
は
谷
川
士
清
の
『
和
訓
梁
』
に
、

巻
十
七
の
長
歌
に
「
あ
ゅ
の
風
い
た
く
し
吹
け
ば
」
、
今
、
越
前
に
て
戊
亥
の
風
を
あ
ひ
の
風
と
い
ふ

巻
十
八
の
短
歌
に
も
「
立
ち
し
き
寄
せ
来
あ
ゆ
を
い
と
ぞ

た
み
か
も
」
、
及
び
、
巻
十
九
の
「
あ
ゆ
を
い
た
み
奈
と
あ
る
の
が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
安
永
三
年
(
一

呉
の
浦
み
に
寄
す
る
波
」
、
い
ず
れ
も
「
安
由
」
で
あ
七
七
四
)
版
本
の
俳
譜
書
『
初
学
俳
式
道
の
枝
折
』

っ
て
「
安
比
」
で
は
な
い
。
こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
(
重
蔭
舎
大
魯
校
本
)
に
も
、

永
江
秀
雄
氏
が
「
ア
イ
ノ
カ
ゼ
」
(
札
口
一
川
町
酢

pr机
あ

ひ

の

風

う

ら

風

也

朝

は

ふ

か

で

昼

よ

り

勧
て

r眠
一
均
一
1
昭
一
世
間
…
取
る
)
に
お
い
て
、
吹
風
也
、
南
国
に
し
ら
ぬ
風
也
、
北
国
に
ふ
く

「
あ
ひ
」
(
ア
イ
)
の
イ
が
越
中
の
国
人
に
よ
っ
風
也

て
中
舌
母
音
に
発
音
さ
れ
て
い
た
が
た
め
に
都
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
寸
あ
ひ
の
風
L

が
北
国

人
の
大
伴
家
持
に
ア
ユ
と
聞
き
取
ら
れ
、
「
越
俗
(
北
陸
)
に
吹
く
風
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

語
東
風
謂
之
安
由
乃
可
是
也
」
と
表
記
さ
れ
た
こ
の
こ
と
か
ら
歌
謡
の
語
調
を
無
視
し
て
も
『
催

の

で

は

な

い

か

馬

楽

』

「

道

の

口

」

で

、

寸

越

の

道

の

口

」

と

詠

む

こ

と
い
う
卓
見
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に
家
持
が
註
す
と
は
、
「
同
心
病
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
あ
ひ
の

る
ほ
ど
に
都
人
に
と
っ
て
は
未
知
の
風
の
名
で
あ
っ
風
」
が
み
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
は
、
「
越
」
の
「
前
」

た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
安
由
」
を
「
安
比
L

(

「
比
」
(
道
の
口
)
で
あ
る
こ
と
が
常
識
的
な
も
の
と
し
て

は
甲
類
日
)
と
聞
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
周
知
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
道
の
口
L

の
曲

ゆ
え
に
「
あ
ひ
の
風
」
は
「
あ
ゅ
の
風
」
と
同
一
は
、
「
あ
ひ
の
風
」
を
引
き
出
す
「
い
わ
ゆ
る
序
調
L

と
み
て
柳
田
国
男
が
こ
の
風
を
寸
数
々
の
渡
海
の
船
と
し
て
そ
れ
以
前
の
句
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
、

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て

足
立
尚
計

つ
ま
り
そ
の
風
は
、
『
文
選
』
に
八
箇
処
ほ
ど
み
え
る

「
風
肇
」
で
あ
り
そ
の
「
風
」
が
『
孔
氏
停
』
に
み

え
る
「
立
其
善
風
揚
其
善
風
」
つ
ま
り
、
「
ヨ
キ
ウ

ハ
サ
」
寸
ヨ
キ
ナ
」
を
「
寄
せ
る
」
風
で
あ
っ
て
、
『
催

馬
楽
』
「
道
の
口
」
の
歌
謡
は
、
こ
の
「
よ
き
風
」
が

主
題
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

後
に
展
開
す
る
よ
う
に
、
「
太
介
不
」
の
「
太
介
」
に

「
佳
字
」
(
好
字
)
を
用
い
て
美
称
化
し
た
の
は
自
然

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

刊
、
真
柄
甚
松
氏
は
、
武
生
市
本
多
一
丁
目
鎮
座
の

御
霊
神
社
の
創
杷
に
つ
い
て
、
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二

十
四
年
(
八

O
五
)
夏
四
月
甲
辰
(
五
日
)
僚
に
、

〔
早
良
〕

A
F諸
国
。
奉
一
為
崇
道
天
白
4

・建
-4
ザ
倉
一
納

-t

税
品
川
束
。
井
預
図
忌
及
奉
幣
之
例
。
謝
怨
霊

一

中

上

二

一

也
(
醐
叩
骨
時
閣
一
間
…
眼
目
仲
間
町
時
桂
紀
』
)

と
あ
る
記
事
を
も
っ
て
、
越
前
国
府
に
も
崇
道
天
皇

(
早
良
親
王
)
を
祭
神
と
し
た
御
霊
神
社
が
創
記
さ

れ
た
と
す
る
が
、
同
条
文
の
「
建
一
一
小
倉
一
」
は
、
寸
小

倉
L

と
あ
っ
て
「
社
L

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
こ
れ
は
、
崇
道
天
皇
の
相
次
ぐ
崇
り
を
鎮
め

る
た
め
に
緊
急
性
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
一
時
的
な
慰

霊
と
み
ら
れ
祭
斑
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
定
着
し
た
御

霊
信
仰
の
鳴
矢
で
あ
る
と
か
、
ま
し
て
こ
れ
に
よ
り
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越
前
回
府
ほ
か
全
国
の
御
霊
神
社
の
創
紀
時
期
と
は
一
語
』
第
二
十
二
巻
寸
玉
髪
」
に
、

考
え
ら
れ
な
い
。
御
霊
神
社
の
創
加
は
、
や
は
り
、
よ
ろ
づ
の
草
子
・
う
た
枕
、
ょ
う
案
内
知
り
、

多
く
の
概
説
書
の
記
述
す
る
よ
う
に
、
貞
観
元
年
(
八
見
つ
く
し
て
、
そ
の
中
の
言
葉
を
取
り
出
づ
る

六
三
)
京
師
の
神
泉
苑
で
崇
道
天
皇
ら
六
柱
を
奉
紀
に
、
詠
み
つ
き
た
る
鵬
こ
そ
、
つ
よ
く
幾
ら
ざ

し
た
の
を
御
霊
会
の
最
初
と
す
べ
き
で
、
地
方
伝
播
る
べ
け
れ
(
ヨ
団
当
時
…
ヌ
学
大
系
本
『
源
氏
物
語
』
一
一
、
)

は
大
治
二
年
ご
一
二
七
)
の
祇
園
御
霊
会
以
降
で
と
あ
る
あ
た
り
が
初
見
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
「
歌

あ
っ
て
、
真
柄
氏
の
延
暦
二
十
四
年
創
組
説
は
的
外
枕
」
と
い
う
の
は
、
の
ち
の
『
隆
源
口
伝
』
等
所
引

れ
で
あ
る
。
「

A
F
と
「
社
」
を
同
意
と
み
る
の
は
や
の
『
古
歌
枕
』
や
、
辺
恥
因
歌
枕
』
と
同
様
、
歌
詞
や

や
慎
重
さ
を
欠
い
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
枕
詞
の
注
釈
解
説
書
で
あ
り
、
歌
人
が
居
な
が
ら
に

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
武
生
の
御
霊
神
社
の
創
犯
し
て
名
所
を
知
る
と
い
う
意
味
で
の
歌
枕
の
位
置
づ

は
、
早
く
と
も
平
安
後
期
以
降
で
あ
る
か
ら
、
遷
座
け
は
、
『
奥
儀
抄
』
『
袖
中
抄
』
が
上
梓
さ
れ
た
平
安

云
々
の
見
解
は
論
外
で
あ
る
。
ま
た
「
竹
生
郷
」
の
時
代
後
期
と
み
る
の
が
学
界
の
常
識
で
あ
足
。
ゆ
え

表
記
も
、
縁
起
書
と
い
う
性
格
上
社
寺
縁
起
に
よ
く
に
、
水
野
氏
指
摘
の
『
紫
式
部
集
』
『
万
葉
集
』
『
紫

あ
る
古
い
表
記
に
み
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
式
部
日
記
』
と
い
う
文
学
書
は
い
ず
れ
も
歌
枕
成
立

ら
、
傍
証
の
史
料
と
し
て
は
良
質
の
も
の
で
は
な
く
、
以
前
の
古
典
籍
で
あ
り
鎌
倉
時
代
の
建
保
三
年
二

水
野
氏
の
推
定
は
、
薄
弱
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
一
五
)
成
立
の
『
内
裏
名
所
百
首
』
は
「
歌
枕
」

小
、
水
野
氏
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
万
葉
集
』
『
紫
式
成
立
後
か
な
り
た
っ
た
時
代
の
歌
集
で
あ
り
、
こ
の

部
日
記
』
等
古
典
文
学
に
登
場
す
る
地
名
に
つ
い
て
よ
う
な
後
世
の
典
籍
と
上
代
・
中
古
文
学
を
比
較
す

「
こ
れ
が
歌
詞
に
詠
み
込
む
際
に
実
体
験
し
た
も
の
る
こ
と
自
体
無
謀
で
あ
る
と
い
え
る
。

と
シ
ン
ボ
ル
地
名
を
懸
詞
し
て
詠
っ
た
も
の
と
を
区

c

水
野
氏
が
指
摘
す
る
丹
生
郡
の
雨
夜
・
大

別
す
る
L

こ
と
の
困
難
き
を
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
は
虫
・
小
虫
各
神
社
が
国
史
上
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ

歌
枕
の
成
立
時
期
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
に
生
じ
て
い
る
の
は
、
『
続
日
本
紀
』
以
下
五
国
史
の
う
ち

た
疑
問
と
み
ら
れ
る
。
歌
枕
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
物
で
、
雨
夜
・
大
虫
神
が
『
続
日
本
紀
』
に
、
小
虫
神

が
『
続
日
本
紀
L

と
『
日
本
後
紀
』
に
し
か
み
え
ず
、

し
か
も
そ
の
数
は
一
つ
あ
る
い
は
二
つ
と
極
め
て
少

な
し
。こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
類
型
を
立
論
す
る
に
は
、

史
料
不
足
で
あ
り
、
国
府
の
移
転
時
期
に
ま
で
し
ぼ

り
込
む
の
は
早
計
で
あ
り
危
険
で
あ
る
。
ま
た
気
比

神
・
叙
御
子
神
に
つ
い
て
敦
賀
郡
と
記
さ
な
い
の
は
、

不
可
解
で
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
も
お
か
し
い
。
な

ん
と
な
れ
ば
、
気
比
・
叙
両
社
は
、
古
代
よ
り
着
名

な
天
下
の
大
社
で
あ
っ
て
国
史
他
の
記
事
を
み
て
も

先
の
三
社
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
記
事
に
登
場
が

名
ノ
い
。特
に
気
比
社
は
平
安
時
代
の
一
宮
で
あ
り
そ
れ
以

降
も
一
国
一
奉
幣
に
あ
、
す
か
っ
た
国
家
の
大
社
で
あ

り
、
銀
神
社
も
こ
の
宮
で
あ
っ
た
か
ら
丹
生
郡
の
諸

社
と
は
異
な
る
性
格
に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
国

家
の
三
闘
の
一
つ
で
あ
る
愛
発
関
の
表
記
ま
で
郡
名

を
記
さ
な
い
こ
と
を
傍
証
の
一
つ
と
し
て
示
し
て
い

る
が
、
も
と
よ
り
性
格
の
異
な
る
も
の
を
並
べ
て
推

論
し
て
も
正
に
砂
上
の
立
論
な
の
で
あ
る
。
更
に
云

う
と
、
水
野
氏
の
傍
証
に
従
え
ば
、
逆
に
延
暦
十
年

以
降
の
記
事
に
お
い
て
は
気
比
・
叙
両
社
や
愛
発
聞

の
記
述
に
お
い
て
「
敦
賀
郡
」
と
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
が
、
い
ず
れ
も
寸
敦
賀
郡
」
の
記
述
が
な
く
、
矛

盾
し
た
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
論
拠
よ
り
や
は
り
水
野
氏
の
論
旨

傍
証
は
ど
れ
も
賛
成
し
難
く
、
再
び
文
献
史
学
等
の

立
場
か
ら
強
く
水
野
氏
の
「
敦
賀
国
庁
所
在
説
」
に

反
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

71 

表
記
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
真
仮
名
は
言

い
か
え
れ
ば
「
竹
生
」
「
武
生
」
の
訓
仮
名
な
の
で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
明
瞭
に
寸
竹
生
」
「
武
生
」
の
表
記
と

「
太
介
不
」
が
区
別
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
「
竹
生
L

が

先
で
あ
る
と
か
「
太
介
不
」
が
後
の
表
記
で
あ
る
と

か
は
論
外
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
『
催
馬
楽
』
の
「
太

介
不
」
と
い
う
仮
名
を
「
武
生
」
に
あ
て
た
の
は
、

明
治
二
年
の
「
府
中
」
の
改
名
に
あ
た
っ
て
で
あ
る

が
、
当
時
の
識
者
が
単
に
「
武
生
」
を
「
竹
生
L

と

せ
ず
に
「
武
」
の
字
に
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
古

真
柄
甚
松
氏
は
、
先
掲
の
「
太
介
不
」
の
国
神
に
典
の
「
武
」
の
字
使
用
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
の

つ
い
て
L

に
お
い
て
、
「
太
介
不
」
「
竹
生
」
「
武
生
し
こ
と
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

の

表

記

の

区

別

の

変

遷

を

、

『

続

日

本

紀

』

及

び

『

新

撰

姓

氏

録

』

に

み

え

る

か
つ
て
の
瓜
生
地
籍
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
繁
茂
「
武
生
氏
」
が
「
武
」
の
字
を
用
い
て
い
る
こ
と
や

し
た
竹
林
が
そ
こ
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
近
世
の
地
名
で
常
陸
国
に
「
武
生
」
の
地
名
が
み
え

そ
の
よ
う
な
景
観
か
ら
「
竹
生
」
が
「
太
介
不
」
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
武
生
」
と
記
載
さ
れ
る
例
は
奈

と
な
り
、
「
武
生
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
良
時
代
よ
り
確
か
に
あ
っ
て
、
「
武
生
」
の
表
記
は
、

一
般
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
単
に
明
治
初
期
に
採
択
の
で
は
な
く
、
「
府
中
」
時
代

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
測
は
、
万
葉
(
真
)
仮
名
に
も
「
武
生
」
の
表
記
は
生
き
続
け
て
い
た
の
で
あ

と
漢
字
二
字
に
よ
る
地
名
表
記
と
を
混
同
し
た
も
の
ろ
う
。

で
あ
っ
て
、
こ
こ
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
催
「
太
介
不
L

の
二
字
表
記
は
、
「
武
生
し
の
ほ
か
、

馬
楽
』
「
道
の
口
」
の
「
太
介
不
L

は
真
仮
名
で
記
き
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
成
立
の
『
御
霊
神
社
縁
起
』

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
時
、
寸
太
介
不
」
と
、
地
名
に
「
竹
生
」
寛
文
五
年
の
『
総
社
大
神
宮
由
緒
書
』

=
一
、
「
佳
字
」
(
「
好
字
」
「
美
称
」
)
と
し
て
の
地
名

「
武
生
」
に
つ
い
て

越
前
国
府
比
定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て

足
立
尚
計

に
も
「
竹
生
」
と
あ
り
、
幕
末
の
越
前
の
梅
浦
の
旧

家
「
岡
田
茂
十
郎
日
記
し
に
も
「
竹
府
」
「
竹
生
」
と

み
え
る
か
ら
、

タ
ケ
フ
は
、
二
字
表
記
で
「
武
生
L

又
は
「
竹
生
」

と
記
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
両
者
混
在
し
た
表
記
が
な

さ
れ
て
来
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
「
太

介
不
L

は
真
仮
名
、
二
字
の
地
名
表
記
で
「
竹
生
」

あ
る
い
は
「
武
生
」
と
混
在
し
た
表
記
が
用
い
ら
れ

た
が
、
歌
謡
や
文
学
書
に
は
そ
の
う
ち
佳
字
を
採
択

し
て
「
武
生
」
と
記
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。
し
か
し
、

そ
の
「
太
介
」
は
「
竹
」
を
さ
す
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
、
越
前
回
の
地
名
と
し
て
現
代
に
残
る
菅
苧

(

6

)

(

7

)

(

8

)

(

9

)

同

開

蒲
生
・
麻
生
・
瓜
生
・
佐
々
生
・
蓬
生
・
蕨
生
の
例

が
あ
る
よ
う
に
、
植
物
名
を
採
用
し
た
も
の
が
多
く
、

竹
生
も
本
来
は
「
竹
」
の
群
生
、
竹
薮
の
多
い
場
所

を
一
示
す
地
名
を
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
竹
が
多

い
こ
と
か
ら
「
竹
生
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
佳
字
を
も

っ
て
寸
武
生
」
と
も
併
用
さ
れ
て
い
た
の
が
、
「
府
中
」

よ
り
改
称
さ
れ
た
明
治
二
年
十
月
に
、
佳
字
の
方
が

採
用
さ
れ
て
「
武
生
」
と
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
で
は
、
「
武
」
が
「
竹
」
の
佳
字
と
な
ぜ
言
え

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
神

護
元
年
(
七
六
五
)
十
二
月
辛
卯
(
五
日
)
条
の
馬
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此
登
益
人
等
四
十
四
人
に
対
す
る
「
武
生
連
」
の
賜

姓
に
よ
り
佳
字
と
思
考
で
さ
る
こ
と
、
ま
た
、
漢
籍

に
お
い
て
寸
武
L

の
字
は
、
「
干
支
の
力
に
よ
り
、
兵

乱
を
未
発
に
止
め
る
」
「
つ
よ
い
・
い
さ
ま
し
い
」
「
ほ

こ
る
」
及
び
周
の
武
王
が
作
っ
た
舞
楽
の
名
を
意
味

す
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
竹
の
群
生
地
と
い
う
よ
り

も
国
衡
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
堂
々
と
し
た
佳
字
「
武
」

を
採
用
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
明
治
の
郷
土
の
識
者
は
充
分

に
心
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
竹
」
の
字
を
用
い

ず
「
武
」
の
字
を
用
い
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
武
生
」
の
佳
字
採
用
は
、
明
治
の

武
生
に
こ
の
よ
う
な
鴻
学
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
化
の
高
さ
を
今
日
に
伝
え
る

名
誉
あ
る
郷
土
の
地
名
な
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

本
小
稿
は
、
さ
き
に
発
表
し
た
『
越
前
国
府
考

誤
ら
れ
た
る
「
武
生
の
酔
骨
」

l
』
(
一
間
協
粧
品
恥
一
雄

略
T
一
時
当
証
品
川
)
の
補
考
で
あ
り
、
水
野
氏
の
更
な
る

敦
賀
国
府
説
の
論
旨
に
対
す
る
反
論
及
ぴ
「
武
生
」

な
る
地
名
の
「
美
称
(
住
字
)
」
説
を
更
に
深
め
て
展

関
し
た
。

註ω『
(
平
成
十
一
年
六
月
二
十
二
日
稿
了
)
福
井
新
聞
』
平
成
十

一
年
一
月
四
日
目
号
及
び
同
六
日
闘
の
同
紙
一
面
の
コ
ラ
ム

「
越
山
若
水
」
参
照
。

ω『
福
井
新
聞
』
平
成
十
一
年
一
月
日
号
。
ま
た
斎
藤
氏
は
、

同
じ
内
容
の
反
論
を
平
成
十
一
年
一
月
二
十
八
日
の
武
生
ル

ネ
サ
ン
ス
座
談
会
で
発
舌
百
し
て
い
る
。

ω水
野
氏
は
平
成
十
一
年
五
月
八
日

ω、
(
敦
賀
)
開
港
一

0
0

周
年
記
念
歴
史
講
座
「
奈
良
時
代
・
敦
賀
に
国
府
は
存
在
し

た
」
と
い
う
演
題
の
講
演
を
、
敦
賀
市
立
図
書
館
に
お
い
て

行
な
い
自
説
に
変
化
な
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

ω奥
村
恒
哉
沼
、
~
歌
枕
』

(
L
7日
正
選
)
参
看
。
す
ご

同
州
福
井
市
北
菅
生
・
南
菅
生
町
。
今
立
郡
池
田
町
菅
生
。

ω丹
生
郡
越
廼
村
輸
出
。
あ

そ

う

づ

的
福
井
市
の
地
名
、
旧
麻
生
津
村
。

う
り
ゅ
う

川
間
武
生
市
瓜
生
町
坂
井
郡
金
津
町
瓜
生
な
ど
が
あ
る
。

さ

そ

う

ω丹
生
郡
朝
日
町
佐
々
生
。

お

そ

わ

よ

も

ぎ

側
勝
山
市
遅
羽
町
蓬
生
。

わ
ら
ぴ
お

仰
大
野
市
蕨
生
。

ω
寸
府
中
」
改
称
の
原
因
は
、
明
治
初
年
、
府
た
る
地
は
三
府

(
東
京
・
大
阪
・
京
都
)
の
他
は
「
府
中
」
の
称
は
改
名
す

べ
し
と
の
命
が
出
き
れ
、
や
む
な
く
改
称
し
た
と
い
う

(
『
福
井
県
の
地
名
』
平
凡
社
刊
四
三
一
頁
上
段
参
照
)
。

仰
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
六
1
六
八
六
頁
参
看
。

附
記
・
本
小
稿
は
、
平
成
十
一
年
六
月
十
三
日
制
福
井
県

郷
土
誌
懇
談
会
総
会
記
念
講
演
「
越
前
国
府
考
」

(
於
福
井
県
立
図
書
館
)
に
て
筆
者
が
発
表
し
た

要
旨
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
執
筆
に
あ

た
っ
て
恩
師
粕
谷
興
紀
先
生
と
永
江
秀
雄
氏
・
金

田
久
環
両
氏
に
有
議
な
ご
助
言
を
頂
い
た
。
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
。
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。
訂
正
に
つ
い
て

先
号
(
第
四
四
巻
五
号
)
掲
載
の
『
越
前
国
府
比

定
地
「
武
生
」
と
い
う
佳
字
に
つ
い
て
』
著
者
・
足

立
尚
計
氏
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
が
あ
り
ま
し

た

72 同 71 
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